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生成を異にする水剛こおける水稲の生育について

塚　本　正一郎・安　田　　　環

佐　藤　力之助・野　口　　　巌

（秋田県盈試）

秋田県の水田土壌を生成的に見ると・洪碩土壌・砂土・

第三紀土掛こ分けられる．従って，これらの土壌の水稲

の生育に及ぼす影響を把握し，施肥改善の1つの指針を

得るため，これら土壌の各々に無肥料区，単肥配合区・

綬効性肥料併用区を設けて試験した結果は次のとおりで

ある．

1．試　験　設　計

1．試験規模及び方法

Ml〝多2（地坪）無底コソクリート桓2達制

第1表．試　験　区　名

2．供試土壌

3．栽培条件

品種は農林41号，1株4本植

16株／梅とした．

及　び　施　肥　屋：g／桓

2．試　験　結　果

東i表に各土壌について夫々酬巴料，三要嵐改善区

の生育経過について示し・第3表には収量調査の結果を

第4表には窒素の吸収について示してある・

（1）洪暦土壌

無肥料区では初期より生育全体が甚だ貧弱であった

が，三要素を施用することによって相当程度まで生育を

良好にすることが可能であ・ったt窒素質肥料として速効

性の硫安のみでなく緩効性のウラホルムを併用し又燐酸

質肥料を過石と熔燐を併用・フミソ酸・苦土珪カルを施

用した改善区は更に良好な生育量を示した・窒素の吸収

量についてみると改善区が最も多く，次いで三要素，無肥

料区の順である．又その吸収経過をみると，改善区は後

期まで持綬した．この傾向は燐酸・加里においても同様

であった．又苦土・珪酸は明らかた改善区が多かった．

（2）第三紀土壌

第三紀土壌においても，無肥料区は初期より悪く，三

要素・改善区は大体同じような生育であったが三要素区

は綿過繁茂の状態であった．その後の生育ではむしろ改

善区においてこの状態を示した．従って収量においては

三要素区が綿々まきった．これらの関係を養分の吸収経

過から検討すると，無肥料区の窒素燐酸の吸収は初期よ

り著しく劣っている．三要素と改善区ではほぼ同じよう
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第2表．生　　育　　調　　査

87

第3表．収　　量　　調　　査

注．収量は桓当りのgである．

第4表．窒素の吸収について

収

着
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な吸収経過をたどっているが，改善区の方では生育の後

半において窒素，燐酸の吸収が多かった．その他の要素

については殆んど同様であった．

（3）砂土

無肥料区は初期から生育全期にわたって甚だ貧弱な生

育を示した．これに三要素を添加すると初期より最高分

けつ期までは最もすく・・れた生育を示したが，その後の調

落が甚だしかった．これに対し，改善区は初期より最高

分けつ期までは三要素区に綿々劣ったが，生育中期より

後半にかけての調落が見られず収量においては最もすぐ

れた結果となった．

養分の吸収経過についてみると，生育相と併行し，改

善区においては養分の吸収が中期から後半にかけて良好

となっているが，三要素区は中期において最高であるが

後半に減退している．

（4）沖療土壌

剰巴料区は初期より綿々劣る生育相であったが，供託

土壌の中では最もすく・れていた．生育初期から中期まで

は三要素区と改善区は大差のない生育を示したが，生育

中期以降の茎数の減少は三要素区の方が大であった．こ

れが収量にも彫啓し，改善区が最もすく中れた綜果となっ

た．養分の吸収経過についてみても，これとほぼ一致し

た傾向をたどっている．

3．総　　　　括

本試験の結果を総合すると次のごとくである．

1．土壌が稲の生育に与える影響

洪療土壌は燐酸の欠乏が顕著である．第3紀土壌は珪

酸含量が高く，割合健全な生育相をなすが，穂長が短く，

又養分の吸収が生育中期から後半にかけて行われるため

無効茎が多い．砂土は秋落ちが甚しく，塩焼の不足が生

育相に敏感に反映してくる．沖煎土壌ではその年によっ

て生育後期に栄養が不足し易いのでこのための茎数減が

見られる．

2．各土壌に対する処理について

洪療土塊のように置換容量が大であっても置換菰度の

小たる土壌及び砂土のように置換容丑の小さい土蝶で

は，桜劾性肥料の効果が高く又塩類の添加も効果が商

い．又第三紀土壌のように置換容量も高く，その強度も

高い土壌では綬効性肥料の効果は見られない．沖墳土壌

のように肥沃な土壌では単肥配合だけでも安定した収量

が得られるもののようである．

土場川埋立開田地における不良土とその改良

＊山　下　鏡　一・蜂ケ崎　君　男

（青森県飽託）

1．ま　え　が　き

青森県上北郡において甲田沼干拓事業を実施している

が，そのため第1図のごとく甲田沼より小川原湖に通じ

る旧河川を排し新河川（土場川）を工築した．新河川工

築により掘上げられた土壌を旧河川の埋立てに用いると

共に附近の低湿地及び一部水田に客人した．昭和36年春

開田して挿枚したが，間もなく水稲は枯死するに至りそ

の面街は2加以上におよんだ．そこで著者らは現地を調

査しその原因の解明と改良対策を樹立する目的で土壌を

採取し，2・3の実験とポット試験を行ったのでその概

要について報告する．

2．試験の方法

ポット試験の方法は次の通りである．

第1回．現地略図

現地より埋立地に使用された土壌を送付し，5千分の

1アールポットに夙乾土3．3物を充唄し，1区2連で水




